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０９年７月１９日
整
備
な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
、
切
実
な
市
民

の
ね
が
い
が
前
進
し
ま
す
。
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団
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政
府
は
、
昨
年
来
、
景
気
対
策
を
口
実

に
し
て
三
回
の
補
正
予
算
を
成
立
さ
せ
て

き
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
二
〇
〇
九
年
度

本
予
算
を
成
立
さ
せ
て
ま
も
な
く
補
正
予

算
を
国
会
に
提
出
し
た
こ
と
は
、
こ
の
間

の
景
気
対
策
が
経
済
の
回
復
に
役
立
た
な

い
こ
と
を
自
ら
認
め
る
も
の
で
す
。

今
回
の
補
正
予
算
で
も
、
大
企
業
の
資

金
繰
り
の
支
援
、
外
需
頼
み
の
自
動
車
・

電
機
業
界
支
援
、
大
型
公
共
事
業
の
前
倒

し
と
大
企
業
へ
の
大
盤
振
る
舞
い
が
中
心
で

あ
る
こ
と
、
貧
困
と
格
差
を
拡
大
さ
せ
て

き
た
構
造
改
革
路
線
は
、
根
本
的
な
転
換

を
す
る
こ
と
な
く
、
国
民
へ
の
支
援
は
一

時
的
、
限
定
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ

し
て
巨
額
の
借
金
の
ツ
ケ
を
消
費
税
の
大

増
税
で
国
民
に
押
し
付
け
よ
う
と
し
て
い

る
こ
と
は
問
題
で
す
。

政
権
延
命
と
選
挙
対
策
と
批
判
さ
れ
て

も
、
言
い
逃
れ
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
う
し
た
中
、
今
回
の
補
正
予
算
の
う

ち
、
総
額
一
兆
三
，
七
九
〇
億
円
の
規
模

で
地
方
自
治
体
に
「
地
域
活
性
化
・
経
済

危
機
対
策
臨
時
交
付
金
」
と
し
て
交
付
さ

れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
内
容
は
地
球

温
暖
化
対
策
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応
、
安
全
・
安
心
の
実
現
、
そ
の
他
将
来

に
む
け
た
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
地
域
活

性
化
に
活
き
る
事
業
な
ど
使
用
使
途
は
広

範
囲
の
分
野
に
活
用
で
き
る
と
し
て
い
ま

す
。こ

の
交
付
金
を
活
用
し
て
、
市
民
生
活

の
支
援
、
中
小
零
細
事
業
者
の
活
性
化
な

ど
、
広
く
事
業
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め

ら
れ
ま
す
。
本
市
に
お
い
て
は
、
一
八
億

一
，
五
五
〇
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算

が
組
ま
れ
、
日
本
共
産
党
大
津
市
会
議
員

団
が
要
望
し
て
き
た
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
応
の
休
業
に
よ
る
障
害
者
福
祉
事
業

所
や
老
人
福
祉
事
業
所
に
対
す
る
減
収
補

填
、
民
間
保
育
園
へ
の
運
営
助
成
・
施
設

一
方
、
今
回
の
交
付
金
に
「
学
校
ニ
ュ

ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
」
の
一
環
と
し
て
、
市

内
小
・
中
学
校
に
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
計

六
，
〇
〇
九
台
、
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
計
九

七
三
台
、
さ
ら
に
は
計
五
五
台
の
電
子
黒

板
を
整
備
す
る
た
め
に
一
一
億
三
，
三
〇

〇
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。
「
機
器
の
整

備
も
必
要
だ
が
、
教
員
増
や
施
設
の
整
備

に
も
予
算
が
必
要
」
と
い
う
現
場
の
声
も

あ
り
ま
す
。

ま
た
「
不
況
下
の
子
育
て
世
代
の
支

援
」
と
し
て
就
学
前
の
三
歳
か
ら
五
歳
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯
に
三
万
六
，
〇
〇
〇

円
を
支
給
す
る
「
子
育
て
応
援
特
別
手
当

事
業
」
や
検
診
無
料
ク
ー
ポ
ン
を
支
給
す

る
「
女
性
特
有
の
が
ん
対
策
」
な
ど
一
時

的
な
措
置
で
今
回
限
り
と
い
う
事
業
も
盛

り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
必
要
だ
か
ら
こ
そ

実
施
す
る
事
業
な
ら
ば
、
一
過
性
に
す
べ

き
で
は
な
く
、
こ
れ
を
機
会
に
継
続
し
て

い
く
方
向
性
も
必
要
で
す
。

今
、
こ
の
経
済
危
機
を
打
開
す
る
た
め

に
は
、
経
済
波
及
効
果
の
大
き
い
事
業
を

推
進
し
て
、
市
民
生
活
を
支
え
る
こ
と
や

「
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
制
度
の
拡
充
」
な
ど

中
小
事
業
者
の
営
業
を
応
援
す
る
こ
と
、

安
定
し
た
雇
用
を
増
や
す
こ
と
こ
そ
が
求

め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

七
月
市
議
会
臨
時
会
は
、
七
月
十
七
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
臨
時
会
に
は
、
国

で
成
立
し
た
二
〇
〇
九
年
度
補
正
予
算
の
地
域
活
性
化
・
経
済
危
機
対
策
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
を
盛
り
込
ん
だ
市
の
補
正
予
算
が
提
案
さ
れ
ま
し
た
。
政
府
は
昨
年
度
来

の
「
経
済
対
策
」
の
効
果
が
出
始
め
て
い
る
と
し
、
一
部
生
産
な
ど
も
上
向
き
と
い
う

見
方
を
し
め
し
て
い
ま
す
が
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
の
状
況
は
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
状
況
が
続
き
、
一
層
の
苦
し
さ
が
増
し
て
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、

今
回
の
補
正
予
算
は
、
市
民
の
家
計
を
あ
た
た
め
、
生
活
基
盤
そ
の
も
の
を
安
定
さ
せ

る
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

「寝たきりでも自立」とするなどのコンピュータ

る一次判定の介護度の認定基準改悪は、恣意的に

「軽度者」を増やすものであることが明らかになり

た。

新聞報道によれば、５月末から６月末にかけて、

葉、東京、鳥取、大分の４都県の計１５自治体の更

新申請者５，０４９人の判定結果を５月審査分を中

に調査した結果から、一次判定では、従来よりも軽

度に認定された人は、４３％の２，１８４人にのぼ

した。大津市においても、ほぼ同様の結果が出てい

るとのことです。リハビリなどの効果で軽度になる

はありますが、通常介護度は加齢に伴い徐々に重く

なっていくことが普通であり、今回の結果は異常な

字と言えます。軽度の認定は、介護給付の削減で

す。

今回の基準改定について、実施前から大きな反対

の声が上がり、実施直後に「軽度認定されてもしば

くは以前のまま」とする暫定措置を厚生労働省はと

ざるを得ませんでした。

しかし、厚生労働省は、この７月に結果の検証を

こなって判断するとしています。命にかかわる介護

険制度を、高齢者の実態に即した使いやすい制度に

することが大切です。日本共産党大津市会議員団

は、国の社会保障費削減を撤回させ、制度充実のた

めに市民のみなさんと力をあわせます。

送付されてきた暫定措置による介護認定の通知書

要介護認定基準の改悪で、

「軽度者」がつくられる！


